
広報 にっこう ２

　
平
成
　
年
１
月
　
日（
火
）か
ら
、
市
内

２６

２８

に
お
い
て
第
　
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

６９

会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
会
「
ひ
か
り
の
郷
日
光
国
体（
以
下
、

日
光
国
体
）」
を
開
催
し
ま
す
。
全
国
各

地
か
ら
氷
上
の
精
鋭
た
ち
が
集
ま
り
、
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
び
、
熱
い
応
援
で
日

光
国
体
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

怯
　
年
ぶ
り
の
冬
季
国
体
開
催

１８
　
日
光
で
の
冬
季
国
体
の
開
催
は
、
平
成

８
年
以
来
、
　
年
ぶ
り
で
す
。
大
会
の
名

１８

称
は
、
日
光
の
「
ひ
か
り
」、
国
際
都
市

日
光
市
の
「
ひ
か
り
の
郷
」
か
ら
、
参
加

選
手
が
銀
盤
の
上
で
光
り
輝
く
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
、「
リ
ン
ク
に
競
う
　夢
と
感

動
　広
が
る
未
来
」
に
は
、
選
手
た
ち
が

リ
ン
ク
で
技
を
競
い
交
流
を
深
め
、
夢
と

感
動
を
未
来
へ
大
き
く
広
げ
て
い
っ
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
と
ど
け
よ
う
　ス
ポ
ー
ツ
の
力

を
東
北
へ
外
」
を
合
言
葉
に
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
を
遂
げ
る
栃
木
県
、
日

光
市
の
姿
を
広
く
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

怯
日
光
国
体
の
開
催
に
向
け
て

　
国
体
実
行
委
員
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
人
々
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
、
現
在
、
開
催
の
た
め
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
タ
イ

マ
ー
の
設
置
や
、
Ｐ
Ｒ
バ
ス
の
運
行
、

市
内
商
店
街
へ
の
ポ
ス
タ
ー
配
布
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
機
運
を
盛

り
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
光
国
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
を
結
成
し
、
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
と
ち
ま
る
く
ん
」

と
一
緒
に
、
県
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
大
会
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。

怯
日
光
国
体
の
概
要

　
今
大
会
で
は
、
霧
降
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
、
霧
降
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
細
尾

ド
ー
ム
リ
ン
ク
、
今
市
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
４
会
場
で
、
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
、
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
、
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
の
４
競
技
を
実
施
し
ま
す
。
い
ず

れ
の
会
場
も
既
に
改
修
が
行
わ
れ
、
選

手
が
気
持
ち
よ
く
競
技
で
き
る
よ
う
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
県
選
手
団
も
、
今
大
会
で
の
活

躍
に
向
け
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
大
会
で
は
、
新
し
く
な
っ
た
会
場

で
そ
の
成
果
を
大
い
に
発
揮
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

を 応援しよう鎧

表：大会日程と会場

会　　場
２月１月

式典・競技 ２
（日）

１
（土）

３１
（金）

３０
（木）

２９
（水）

２８
（火）

日光総合会館○午前開始式

日光総合会館○午後表彰式（スケート）

日光総合会館○午後表彰式（アイスホッケー）

霧降スケートセンター○○○○スピードス
ケ
ー
ト

今市青少年スポーツセンター○午前○ショートトラック

霧降アイスアリーナ○午前○○○フィギュア

霧降アイスアリーナ○○○午後

アイスホッケー 細尾ドームリンク○○○○○

今市青少年スポーツセンター○○○○午後

※○印は式典・競技の開催日

平成２６年１月２８日（火）～２月２日（日）開催

く
わ
し
く
は

国
民
体
育
大
会
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
緯（
　
）７
７
８
１

２５

２０１３年１２月号３

日
光
国
体
の
成
功
に
向
け
て

　
～
　
年
の
歴
史
が
育
ん
だ

８０

　
　
　
　
　
日
光
の
ス
ケ
ー
ト
文
化
～

　
平
成
　
年
３
月
　
日
に
発
生
し
た
東
日

２３

１１

本
大
震
災
か
ら
の
克
服
と
、
元
気
を
出
す

こ
と
を
合
言
葉
に
、
日
光
国
体
が
　
年
ぶ

１８

り
の
開
催
に
向
か
っ
て
い
る
中
、
私
の
も

と
に
細
尾
町
か
ら
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
細
尾
リ
ン
ク
創
立
　
年
記
念

８０

の
会
の
招
待
状
で
し
た
。
私
は
瞬
時
に
リ

ン
ク
と
と
も
に
あ
っ
た
日
光
の
ス
ケ
ー
ト

の
歴
史
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
明
治
の
末
に
、
清
滝
に
日
光
電
気
精
銅

所
が
設
立
さ
れ
、
外
国
帰
り
の
重
役
や
、

金
谷
ホ
テ
ル
の
外
国
人
観
光
客
か
ら
革
靴

の
ス
ケ
ー
ト
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

奥
水
沢
の
私
の
祖
父
の
屋
敷
跡
に
電
工
リ

生
の
と
き
は
、
氷
が
張
る
の
を

待
っ
て
、
リ
ン
ク
に
飛
び
出
し

て
い
き
ま
し
た
。
小
学
校
や
町

内
の
ス
ケ
ー
ト
大
会
も
復
活
し
、

冬
の
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
、
オ
ス
ロ
オ
リ
ン

２７

ピ
ッ
ク
に
、
戦
後
初
め
て
日
本

の
参
加
が
国
際
社
会
か
ら
認
め

ら
れ
、
日
本
代
表
選
手
が
細
尾

リ
ン
ク
で
合
宿
し
ま
し
た
。
当

時
、
高
校
生
だ
っ
た
私
の
胸
に
、

日
の
丸
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、

栃木県スケート連盟会長

　　　　 星  野 
ほし の

 仁 氏
じん

休
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

試
合
や
遠
征
も
重
ね
、
大
会
に

向
け
て
の
準
備
は
万
端
で
す
。

　
自
分
た
ち
は
日
光
を
代
表
し
、

地
元
の
誇
り
や
声
援
を
一
手
に

背
負
っ
て
大
会
に
臨
む
わ
け
で

す
。
大
会
ま
で
に
も
っ
と
も
っ

と
練
習
を
し
、
会
場
に
集
ま
っ

た
多
く
の
観
客
の
皆
さ
ん
に
感

動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
プ

レ
ー
が
で
き
る
よ
う
、
全
力
で

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　
絶
対
に
優
勝
し
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
光
国
体
に
臨
ん
で

　
自
分
が
主
将
の
年
に
、
地
元
日
光
で
　１８

年
ぶ
り
に
国
体
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
国
体
の
開
催
ま
で
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と

わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
日
光
明
峰
高
校

の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
　
月
に
入
っ

１０

て
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
氷
上
で
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
土
日
も
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

 大  津 
おお つ

 夕  聖 さん
ゆう せい

（日光明峰高等学校アイスホッケー部主将）

ン
ク
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
長
野
の

諏
訪
湖
や
盛
岡
の
高
松
の
池
な
ど
、
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
は
天
然
の
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
７
年
に
東
洋
一
と
言
わ

れ
た
日
本
初
の
一
周
　
メ
ー
ト
ル
の
細
尾

４００

リ
ン
ク
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

町
民
や
観
光
客
は
、
最
先
端
の
ス
ケ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
日
光
の
活
性
化
が
進
み
ま
し
た
。

私
は
、
ま
さ
に
当
時
の
日
光
町
の
大
英
断

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
困
難
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
は
軍
隊
の
訓
練
場
に
な
り
、
ま
た
、
食

糧
不
足
の
た
め
、
稲
作
の
場
に
も
な
り
ま

し
た
。

　
敗
戦
と
な
り
、
再
び
リ
ン
ク
は
私
た
ち

の
も
と
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
私
が
小
学

強
烈
に
焼
き
付
き
、
ス
ケ
ー
ト
を
目

指
す
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
日
光
高
等
学
校
２
年
生

の
と
き
、
私
は
全
国
高
等
学
校
第
一

回
大
会
に
参
加
し
、
そ
の
後
、
昭
和

　
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
世
界
選
手
権
の

３３日
本
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
私
の
青
春
を
育
ん
で

く
れ
た
の
は
、
細
尾
リ
ン
ク
が
象
徴

す
る
日
光
の
ス
ケ
ー
ト
文
化
で
あ
る

と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
日
光
の
ス
ケ
ー
ト
を
考
え

る
と
き
、
選
手
の
育
成
は
も
と
よ
り
、

日
光
の
冬
の
観
光
経
済
に
与
え
る
影

響
は
重
要
で
す
。
平
成
　
年
１
月
の

２５

日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
に

は
多
く
の
来
訪
者
が
あ
り
ま
し
た
。

国
体
に
も
、
選
手
を
含
め
た
何
万
人

も
の
人
々
が
来
訪
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
ス
ケ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
に

活
性
化
を
見
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
 安
  倍
 首
相
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

あ
 
べ

演
説
中
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
に
よ
っ

て
、
世
界
を
よ
り
良
い
場
所
に
せ

ん
」
に
つ
い
て
は
全
く
同
感
で
す
。

ス
ケ
ー
ト
文
化
は
日
光
市
の
発
展
に

必
ず
寄
与
し
ま
す
。

　
最
後
に
選
手
諸
君
に
言
葉
を
送
り

ま
す
。
勝
負
よ
り
も
、
自
分
た
ち
の

努
力
の
成
果
を
出
し
切
る
こ
と
に
専

念
し
て
く
だ
さ
い
。


